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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期
第２四半期
連結累計期間

第57期
第２四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自平成23年３月21日
至平成23年９月20日

自平成24年３月21日
至平成24年９月20日

自平成23年３月21日
至平成24年３月20日

売上高（千円） 8,786,362 8,877,439 18,824,252

経常利益（千円） 346,202 605,335 690,859

四半期（当期）純利益（千円） 324,782 467,472 554,030

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
288,809 459,501 695,572

純資産額（千円） 6,816,258 7,610,012 7,223,021

総資産額（千円） 21,481,863 20,961,184 20,217,219

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
22.40 32.23 38.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 31.7 36.3 35.7

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△171,047 205,334 1,399,688

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
66,868 △127,443 145,125

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
162,659 △100,610 △1,456,990

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
344,549 352,771 373,678

　

回次
第56期
第２四半期
連結会計期間

第57期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年６月21日
至平成23年９月20日

自平成24年６月21日
至平成24年９月20日

１株当たり四半期純利益金額（円） 19.18 18.70

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．第56期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  　 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

　（１）業績の状況　

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要など内需が牽引し緩やかな回復基調に

あるものの、欧州債務問題による世界経済の減速や新興国の経済成長の鈍化、円高の長期化等が国内経済に影を落と

し、更には隣国との外交問題が緊迫化するなど、依然として先行きが懸念される状況で推移いたしました。

当社グループ関連業界におきましては、設備投資に改善傾向が見られるなど、一部明るい兆しはあるものの、競合他

社との価格競争が続いており、引き続き厳しい事業環境にあります。

こうした状況の中、当社グループにおきましては、提案型営業を推進し新規顧客の開拓や既存取引先の深耕など積

極的な営業展開を図るとともに、生産合理化や海外部材調達の推進等、更なる原価低減及び経費削減に努めてまいり

ました。一方、商品開発部門におきましては、市場環境や顧客ニーズの変化に迅速に適応し、環境問題に配慮した高付

加価値商品の開発に一段と努めております。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、88億７千７百万円（前年同期比1.0％増）、営業利益は６億２千

６百万円（前年同期比64.3％増）、経常利益は６億５百万円（前年同期比74.9％増）、四半期純利益は４億６千７百

万円（前年同期比43.9％増）となりました。

　

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（オート機器事業）

　主要製品の門型洗車機は、主力取引先であるＳＳ業界やカーディーラー及び整備工場におきまして、昨年度に引き続

き買い替え需要が好調を維持し、販売が堅調に推移いたしました。オイル関連製品におきましては昨年度好調であっ

たエアコンフレッシャーの落ち込みはありましたが、タンクローリーの増販でカバーし、また積極的な提案型営業に

より新規顧客開拓に注力いたしました結果、売上高は前年同期比2.0％増の52億５百万円となりました。

（情報機器事業）

原発事故に伴う節電の影響で落ち込んでおりましたアミューズメント業界におきましては、更新需要に回復の兆し

が見えました。また、ＳＳの価格表示看板にまとまった受注があったほか、官需分野では前期末の受注残が今期の売上

に寄与できましたことから、売上高は前年同期比6.1％増の13億４千２百万円となりました。

（生活機器事業）

個人消費低迷が長引く中、消費者の節約志向・低価格志向と相俟って、当生活関連分野におきましては厳しい状況

が続いております。保冷米びつは堅調に推移しましたが、パン焼き機などの調理家電におきましては海外商品との価

格競争、農産物低温貯蔵庫は競合他社との価格競争により苦戦を強いられました。また、昨年度は東北地方を中心に需

要が大きかった台所収納庫関連も需要が一段落し売上を落としたことから、売上高は前年同期比10.9％減の18億５百

万円となりました。

（住設機器事業）

子会社の株式会社ニューストが行う事業で、木・アルミ複合サッシ及び反射板式消音装置の製造・施工が主な事業

であります。主要取引先である建設業界は依然として厳しい状態が続いており、当社への影響も例外ではなく厳しい

状況にありますが、昨年度後半からの受注が比較的好調に推移し、今期上期の売上に寄与できましたことから、売上高

は前年同期比43.6％増の４億４千７百万円となりました。

（その他の事業）

その他の事業は、長野市内で展開しております「長野リンデンプラザホテル」の運営事業及び保険代理業、不動産

管理・賃貸業であります。ホテル業は、業界全体の競争激化に加え、長引く経済不況の影響を受けて厳しい経営環境が

続いておりまして、売上高は前年同期比2.3％減の７千５百万円となりました。
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　（２）キャッシュ・フローの状況　　

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末に

比べ２千万円減少し、３億５千２百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、２億５百万円（前年同期は１億７千１百万円の使用）となりました。主な要因は、

税金等調整前四半期純利益５億６千１百万円を計上したことやその他負債の増加額３億４千２百万円により資金が

増加した一方、たな卸資産の増加額10億２千１百万円により資金が減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、１億２千７百万円（前年同期は６千６百万円の増加）となりました。主な要因は、

その他投資活動による収入１千２百万円により資金が増加した一方、有形固定資産の取得による支出１億２千７百万

円により資金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、１億円（前年同期は１億６千２百万円の増加）となりました。主な要因は、長期借

入れによる収入10億円により資金が増加した一方、短期借入金の純減額４億２百万円と長期借入金の返済による支出

６億６百万円により資金が減少したことによるものです。

　　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は３億８千８百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 54,930,000

計 54,930,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年９月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,595,050 同左

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 15,595,050 同左 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　 

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成24年６月21日～

平成24年９月20日
－ 15,595,050 － 3,373,552 － 655,289
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（６）【大株主の状況】

　 平成24年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

丸山　永樹　 長野県長野市　 1,413 9.06

東京中小企業投資育成株式会社　 東京都渋谷区渋谷三丁目29番22号　 1,170 7.50

大久保　文夫　 長野県千曲市　 902 5.78

株式会社八十二銀行

（常任代理人　日本マスタートラス

ト信託銀行株式会社）　

長野県長野市大字中御所字岡田178番地８

（東京都港区浜松町二丁目11番３号）　
721 4.62

株式会社みずほ銀行

（常任代理人　資産管理サービス信

託銀行株式会社）

東京都千代田区内幸町一丁目１番５号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号）　
721 4.62

丸山　繁夫　 長野県長野市　 676 4.33

三井住友海上火災保険株式会社　 東京都中央区新川二丁目27番２号 580 3.72

近藤　繁駕　 長野県千曲市　 501 3.21

エムケー精工従業員持株会 長野県千曲市大字雨宮1825番地　 488 3.13

早川　弘之助　 長野県長野市　 454 2.91

計 － 7,629 48.92

（注）上記のほか、自己株式が1,093千株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】　

　 平成24年９月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　1,093,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　14,499,100 144,991 －

単元未満株式  普通株式　 　　2,950 － －

発行済株式総数 15,595,050 － －

総株主の議決権 － 144,991 －

  

 

②【自己株式等】

　 平成24年９月20日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

エムケー精工株式

会社

長野県千曲市大字

雨宮1825番地
1,093,000 － 1,093,000 7.01

計 － 1,093,000 － 1,093,000 7.01

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年６月21日から平成

24年９月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年３月21日から平成24年９月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東邦監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,431,977 1,411,069

受取手形及び売掛金 4,462,698 4,431,334

商品及び製品 1,343,222 1,813,786

仕掛品 1,195,648 1,418,053

原材料及び貯蔵品 1,941,668 2,278,626

その他 305,548 246,615

貸倒引当金 △23,208 △22,815

流動資産合計 10,657,555 11,576,670

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,917,785 2,836,347

機械装置及び運搬具（純額） 317,898 277,901

土地 2,981,164 2,981,164

その他（純額） 158,977 235,809

有形固定資産合計 6,375,824 6,331,222

無形固定資産

のれん 1,165,907 1,111,475

その他 519,076 514,102

無形固定資産合計 1,684,984 1,625,577

投資その他の資産 ※1
 1,496,917

※1
 1,426,261

固定資産合計 9,557,726 9,383,061

繰延資産 1,937 1,451

資産合計 20,217,219 20,961,184
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,191,633 1,236,626

短期借入金 5,569,810 5,126,780

未払金 2,388,728 2,627,330

未払法人税等 80,558 74,766

引当金 276,400 237,300

その他 100,763 216,640

流動負債合計 9,607,894 9,519,444

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 2,833,384 3,268,005

退職給付引当金 230,427 240,030

その他 222,491 223,691

固定負債合計 3,386,303 3,831,727

負債合計 12,994,198 13,351,171

純資産の部

株主資本

資本金 3,373,552 3,373,552

資本剰余金 2,951,143 2,951,143

利益剰余金 1,893,892 2,288,854

自己株式 △510,121 △510,121

株主資本合計 7,708,466 8,103,428

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △96,533 △117,539

繰延ヘッジ損益 8,788 △3,288

為替換算調整勘定 △397,699 △372,587

その他の包括利益累計額合計 △485,444 △493,415

純資産合計 7,223,021 7,610,012

負債純資産合計 20,217,219 20,961,184
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年９月20日)

売上高 8,786,362 8,877,439

売上原価 6,120,520 5,871,875

売上総利益 2,665,841 3,005,563

販売費及び一般管理費 ※
 2,284,583

※
 2,379,072

営業利益 381,258 626,490

営業外収益

受取配当金 11,289 11,169

その他 55,764 35,227

営業外収益合計 67,053 46,397

営業外費用

支払利息 74,590 58,372

その他 27,518 9,179

営業外費用合計 102,109 67,552

経常利益 346,202 605,335

特別利益

固定資産売却益 378 30

貸倒引当金戻入額 12,746 －

特別利益合計 13,124 30

特別損失

固定資産除却損 117 1,753

投資有価証券評価損 61 42,132

貸倒損失 945 －

貸倒引当金繰入額 360 －

特別損失合計 1,483 43,886

税金等調整前四半期純利益 357,844 561,479

法人税、住民税及び事業税 35,151 50,146

法人税等調整額 △2,089 43,861

法人税等合計 33,061 94,007

少数株主損益調整前四半期純利益 324,782 467,472

四半期純利益 324,782 467,472
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年９月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 324,782 467,472

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16,495 △21,006

繰延ヘッジ損益 △7,124 △12,076

為替換算調整勘定 △12,353 25,112

その他の包括利益合計 △35,972 △7,970

四半期包括利益 288,809 459,501

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 288,809 459,501
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 357,844 561,479

減価償却費 235,314 210,510

のれん償却額 54,432 54,432

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,062 6,282

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,920 △33,920

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35,379 9,602

受取利息及び受取配当金 △13,426 △11,791

支払利息 74,590 58,372

有形固定資産売却損益（△は益） △378 △30

有形固定資産除却損 117 1,753

投資有価証券評価損益（△は益） 61 42,132

売上債権の増減額（△は増加） △489,860 32,923

たな卸資産の増減額（△は増加） △584,688 △1,021,770

その他の資産の増減額（△は増加） △10,599 3,536

仕入債務の増減額（△は減少） 21,785 42,881

その他の負債の増減額（△は減少） 262,477 342,826

小計 △71,934 299,222

利息及び配当金の受取額 13,731 11,755

利息の支払額 △76,099 △51,774

法人税等の支払額 △36,744 △53,868

営業活動によるキャッシュ・フロー △171,047 205,334

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △787,500 △787,500

定期預金の払戻による収入 787,500 787,500

有形固定資産の取得による支出 △27,028 △127,147

有形固定資産の売却による収入 892 38

無形固定資産の取得による支出 △2,539 △10,375

投資有価証券の取得による支出 △4,201 △3,358

投資有価証券の売却による収入 100,000 －

貸付けによる支出 △3,300 －

貸付金の回収による収入 2,635 2,504

その他の収入 6,926 12,524

その他の支出 △6,516 △1,628

投資活動によるキャッシュ・フロー 66,868 △127,443
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年９月20日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,060,000 △402,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △29,409 △19,690

長期借入れによる収入 780,000 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △1,647,931 △606,409

社債の発行による収入 100,000 －

社債の償還による支出 △100,000 －

配当金の支払額 － △72,510

財務活動によるキャッシュ・フロー 162,659 △100,610

現金及び現金同等物に係る換算差額 △414 1,811

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 58,066 △20,907

現金及び現金同等物の期首残高 286,483 373,678

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 344,549

※
 352,771
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年９月20日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額
　

  
前連結会計年度

（平成24年３月20日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月20日）

投資その他の資産 143,738千円 149,129千円

　

２  保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。
　

前連結会計年度
（平成24年３月20日）

当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月20日）

信濃輸送㈱ 19,001千円 信濃輸送㈱ 17,003千円

　

３  受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高
  

　
前連結会計年度

（平成24年３月20日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月20日）

受取手形割引高 1,025,066千円 448,464千円

　　

（四半期連結損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
　

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年３月21日
至  平成23年９月20日）　

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年３月21日
至  平成24年９月20日）　

役員報酬・給料手当 935,690千円 935,239千円

発送運賃 241,130　 238,501　

貸倒引当金繰入額 2,363　 8,269　

賞与引当金繰入額 67,108　 87,449　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。
　

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年３月21日
至  平成23年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年３月21日
至  平成24年９月20日）

現金及び預金勘定 1,402,847千円 1,411,069千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,058,297 △1,058,298

現金及び現金同等物 344,549 352,771
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月21日　至　平成23年９月20日）

配当金支払額

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年３月21日　至　平成24年９月20日）

配当金支払額

（決  議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月19日

定時株主総会
普通株式 72,510 5  平成24年３月20日 平成24年６月20日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月21日　至　平成23年９月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２　

オート機器

事業
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,105,6401,265,3162,026,059312,00177,3448,786,362 － 8,786,362

セグメント間の内部

売上高又は振替高
8,941 10,345142,31631,123 74,709267,436△267,436 －

計 5,114,5811,275,6612,168,376343,124152,0539,053,798△267,4368,786,362

セグメント利益又は

損失（△）
751,877△116,651234,419△158,06026,443738,029△356,771381,258

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△356,771千円には、セグメント間取引消去17,168千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△373,939千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属していない四半期連結財務諸表提出会社の費用です。

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年３月21日　至　平成24年９月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２　

オート機器

事業
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,205,7741,342,5741,805,526447,97475,5898,877,439 － 8,877,439

セグメント間の内部

売上高又は振替高
5,895 17,203174,649 4,745 74,244276,738△276,738 －

計 5,211,6691,359,7771,980,176452,719149,8349,154,177△276,7388,877,439

セグメント利益又は

損失（△）
841,416 7,142 243,752△118,64722,993996,656△370,166626,490

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△370,166千円には、セグメント間取引消去13,039千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△383,205千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属していない四半期連結財務諸表提出会社の費用です。

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年９月20日）

１株当たり四半期純利益金額 22円40銭 32円23銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 324,782 467,472

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 324,782 467,472

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,502 14,502

  （注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

　　 

２【その他】

　該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月１日

エムケー精工株式会社

取締役会　御中

東邦監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小宮　直樹　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石井　克昌　印

 　  　 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエムケー精工株式

会社の平成24年３月21日から平成25年３月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年６月21日から

平成24年９月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年３月21日から平成24年９月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ

・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エムケー精工株式会社及び連結子会社の平成24年９月20日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

エムケー精工株式会社(E02409)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

